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午後１時30分開会 

 皆さん、こんにちは。ご案内をいたしました時間となりました。 

 本日は、合併協議会にご出席いただき、ありがとうございます。 

 私は、本日の進行役を務めさせていただきます計画グループの鶴水と申しま

す。よろしくお願いいたします。 

 会議に先立ちまして皆様にお願いをいたします。携帯電話をお持ちの方は電源

をお切りになるか、マナーモードにしていただきますようお願いいたします。ま

た傍聴の皆様は傍聴規程に基づき、静かに傍聴くださいますようお願いいたしま

す。 

 なお、前回の協議会で福本委員より依頼のございました非常勤特別職の業務内

容及び人数をお示ししました一覧表を本日、委員の皆様に配付させていただいて

おりますので、ご確認ください。 

 まず、本日の会議につきましては、２２名の委員の皆様がご出席でございま

す。したがいまして、小林市・野尻町合併協議会規約第１０条の規定によりまし

て、会議の定足数に達しておりますので、本会議は成立しておりますことを前も

ってご報告を申し上げます。 

 それでは、最初に、本協議会の会長であります堀小林市長にごあいさつをお願

いいたします。 

 ごあいさつを申し上げますが、遅くなりましたけれども、新年のごあいさつを

申し上げたいと思うんです。といいますのは、前回は１１月の２６日でありまし

たので、それからもう二月余り経っておるわけですが、この会議は今年に入りま

して初めてであります。 

 したがいまして、新年のごあいさつを申し上げたいと思うんですが、明けまし

ておめでとうございます。皆様方には、輝かしい新年をお迎えになられたことと

お慶びを申し上げます。 

 それでは、第９回の合併協議会を開催するに当たりまして、一言ごあいさつを

申し上げます。 

 ３月の２３日の合併まで、残すところあと５４日となりまして、いよいよ新市

の誕生も目前に迫ってまいりました。昨年の１２月１４日に新市誕生をＰＲする

ために、両市町の庁舎玄関ロビーにカウントダウンボードを設置いたしまして、

また、公共施設には横断幕、懸垂幕等を掲示をして、住民に対する合併の周知と

機運の醸成に努めてきたところであります。 

 さて、この協議会も本日を含めまして、あと残すところ２回でございます。両

市町では、合併協定項目の調整方針に基づく合併準備作業も大詰めを迎えており

まして、新市の体制づくりに向けて準備を進めておるところであります。皆様に

ご協議いただきました基本方針をもとに鋭意取り組んでおるところでありますの

で、最後まで皆様方のご支援、ご協力をよろしくお願いを申し上げます。 

 本日は事務事業の調整が済んだ協定項目の中から、住民生活に密接に関係のあ

る報告事項５件をお願いすることになっております。 

 委員の皆様方におかれましては、最後まで熱心なご協議をいただきますようお

願い申し上げまして、会長としてのあいさつにさせていただきます。ありがとう

ございました。 

 それでは、議事に入る前に議長選出となっていますが、協議会規約第１０条に

よりまして会長が会議の議長となると定められておりますので、これから会長の

方で議事進行について、よろしくお願いをいたしたいと思います。よろしくお願

いいたします。 

 それでは、規約の定めるところによりまして、しばらくの間、私が議事を進め

させていただきます。ご協力をよろしくお願いを申し上げます。 

 まず、協議会会議運営規程に基づきまして、今回は小林市の小野信雄委員と野

尻町の長瀬道大副会長に会議録の署名をお願いをいたします。 
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 協議に先立ちましてお諮りいたしますが、会議の傍聴につきましては、傍聴規

程では、本協議会は原則公開とするということになっておりますので、それにつ

きましてご異議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

 それでは、ご異議もありませんので、本日は公開ということにさせていただき

ます。 

 それでは、早速協議に入らせていただきますが、まず報告事項の報告第６４号

第８回小林市・野尻町合併協議会以降の経過について、事務局より報告を願いま

す。事務局。 

 資料ページの２ページをお開きください。報告第６４号第８回小林市・野尻町

合併協議会以降の経過について、第８回小林市・野尻町合併協議会以降の経過に

ついて、別紙のとおり報告する。 

 この別紙と申しますのが３ページから５ページに記載されておりますけども、

まず３ページでございます。先ほど会長のほうでも触れましたけども、１２月

１４日に新市誕生カウントボード除幕式ということで、小林市・野尻両市町の玄

関ロビーにカウントダウンボードを設置いたしております。本来なら１００日と

いう切りのいい数字で始めたかったんですけども、１３日が日曜日ということ

で、１４日の月曜日、９９日からカウントダウンを始めております。都合

１０回、会合等を持ったことをご報告申し上げます。 

 続きまして、４ページです。合併準備プロジェクト開催状況ということでござ

いますが、５回のプロジェクト会合を持っております。 

 引き続きまして、５ページをお開きください。専門部会・分科会の開催状況で

ございますけども、８回の専門部会もしくは分科会を開催していることをご報告

申し上げます。 

 以上です。 

 報告第６４号につきましてはただいま説明をいたしましたとおりであります

が、何かご意見、ご質疑があればお出しください。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

 ご質疑もないようでありますので、報告第６４号第８回小林市・野尻町合併協

議会以降の経過につきましては、これを承認されたということで取り扱わせてい

ただきます。 

 それでは次に、報告第６５号でありますけれども、地域自治区の取扱いについ

て、組織機構グループの説明をお願いします。 

 それでは、６ページからということで、私のほうで説明させていただきます。

座って説明します。 

 地域自治区の取扱いということで、特に野尻町の皆様には関心があられること

かなというふうに考えているところです。早速まいりたいと思います。野尻町の

自治区の取扱いにつきましては、合併協定書等で既に確認されていることでござ

います。これをおさらいする格好になるかと思いますけども、よろしくお願いい

たします。 

 開いていただきまして、７ページ、８ページ、ここに自治区を設置するという

ことの必要性、目的等、あるいは地域自治区の区長の職務というようなことを書

いてあるところでございます。何といっても１番目になりますけども、編入され

る野尻町住民の不安を解消して、一定期間、地域自治区を設置するというもので

ございまして、この地域自治区には活動するための事務所を有していると、そし

て、産業振興や地域振興等の役割を担っていただくというような形になってくる

かと思っております。 

 ８ページをご覧いただきたいと思います。ここにありますように、３、新市の

野尻町区に区長を設置することとした理由ということで見ていきますと、またと

いうところがあると思います。下から５行目ですけども、また、地域自治区には
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地域協議会が設置されて、下のほうの２行になりますけれども、２行のほうの終

わりから、一定期間に限り事務所の長に代えて、特別職の区長を置きますよとい

うことでございます。 

 続きまして、９ページから、地域自治区に関する設置要件及び具体的な項目別

の整理事項ということの１番目でございます。１番目の中の設置要件とあります

けども、その中の⑧番ということで、ここに法的根拠なんかも書いてありますけ

ども、期間としては、合併の日から平成２８年３月３１日までの約６年間という

ことでございます。そうしたら、具体的にどのようなことなのかなということ

で、以下、数字が項目的には２番、具体的な項目別の整理事項、そして、次の

１番ということで、野尻町区の事務所の所掌事務というようなことからずっと書

いてあるところでございます。いきますけども、野尻町区の事務所の所掌事務と

いうことで、野尻町区の事務所が所掌する事務は総合支所業務全般と地域協議会

の事務に係るものということで、下のほうにありますように①番から⑪番のよう

なことが具体的になってくるのかなということでございます。 

 １０ページをご覧いただきたいと思います。野尻町区長がどのような位置付け

になっているのかということがここに書いてあるわけですけども、その中の１番

からありますが、２番の身分ということで、常勤の特別職でやっていただくと、

そして、３番目、設置期間と、野尻町区長については、合併の日から２年間とい

うことで、３年目以降は、支所長を置きますよということで、市長の補助機関で

ある職員をもって充てるということです。 

 続きまして、５番の給与等ということで、この中にありますけども、ここにつ

いては須木区長と同額の５６万３,０００円ということでお願いしたいと考えてい

るところです。そして、５番、給与等の一番最後に書いてありますけども、野尻

町区長に常勤の特別職としての期末手当、退職手当、旅費も別に支給しますよと

いうことです。 

 そうしたら、具体的にどのような権限があるのかというのが６番ということで

ございます。ここにつきまして、特に財務関係ですけども、これに関しては副市

長と同程度と、その他については部局長と同程度の専決権を有して、野尻町区内

に係るものに限るということで、ここは後ほどまた説明申し上げたいと思いま

す。それと、６番の権限等の③ということで、野尻町区長選任後における野尻町

区長の専決権の代決については、野尻庁舎の地域振興課長にお願いするというこ

とです。 

 そうしたら、野尻町区長までの具体的な選任手続はどうするのかなというのが

７番目でございますが、この中の①、②とあるんですけども、②のところを見て

みますと、合併の日に野尻町区長を選任すると、市長のほうが選任するとなって

ますので、それに向けていろいろと取り組んでまいらなくてはなりません。そこ

で、その取組みとしては①にあるように、市長のほうが野尻町長さんのほうに依

頼いたしまして、合併日以前に野尻町区内の組織・団体の代表者を招集していた

だいて、そのあたり意見を町長さんのほうに聞いていただくというような形で取

り組んでいきたいというように考えてるところでございます。 

 それと、３番目のところでありますけども、施策決定への参画というのが真ん

中から下のほうにあると思います、大きな見出しとして。野尻町区長がこういう

施策の決定に参画していくのだけども、その中でもここにあるように庁議という

のがございます。これは、部局長と首長をはじめとする特別職等で構成された会

議ですけども、そちらのほうに区長さんのほうは参画していただくということで

ございます。 

 続きまして、１１ページから１２ページのほうを説明したいと思いますけど

も、１１ページのほうの真ん中から下のほうになりますけども、当然野尻町内の

トップというようなことになってまいりますので、区長さんについてはこうやっ

て、野尻庁舎における予算要求の調整等の総括になっていただくというものでご
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ざいます。 

 あと１２ページのほうに、先ほど言った区長さんの専決とか、野尻町区内の課

長における専決なんかも書いてあるところでございます。このところは後ほど説

明したいと思います。一番最後になりますけど、１２ページの議会関係というの

がございますが、野尻町区長は、議会の本会議へ参与として当然出席していただ

くということでございます。 

 今までが地域自治区内における区長さん関係であったんですけども、あと

１３ページからの後については具体的に地域協議会というのも置かれますので、

そのあたりのことについてご説明申し上げたいと思います。 

 その前に１点ほどですけども、項目として１３ページに１、２、３、４、全部

で４つに分けてあるんですけども、その中の３番目ですけども、先ほど区長さん

のところで説明すればよかったんですけども、野尻町区長と市長部局以外との関

係というので、野尻町区長さんについては、市長部局の指揮系統下に入るため

に、教育委員会とか、農業委員会部局については、直接的な決裁権は有してない

ということでございます。 

 それでは、先ほど言いました地域協議会ということでご説明申し上げたいと思

います。 

 この地域協議会というのも確認されていることですけども、１番目として、委

員数は１５人以内と、そして、任期については２年と、そして、３番目のどうや

ってその委員を選任するかということでございますけども、何といっても野尻町

区内に住所を有する者という、その方々の中から①から③の人たちにそれぞれお

願いしようかなということでございます。①ということで、各種団体等からの推

薦をいただく人が６人以内と、そして、学識経験を有してる方が６人以内と、あ

と公募が３人以内というようなことでございます。具体的にはどのようにして委

員を選ぶかというのが４番目に書いてあって、その中の①、②ということでござ

います。 

 まず、合併までに両市町の首長の協議によって、団体あるいは学識経験を有す

る人については選出しようと、そして、３番目の公募による方ついては、新市に

おいて速やかに首長のほうでやると、そして、公募の方と団体、そして、学識経

験、その方々についてを新市後において市長のほうが選任するということでござ

います。 

 そして、１４ページでございますけども、地域協議会が具体的にどのような権

限があるのかなというのが、この１４ページの５番、権限等というところに書い

てあるところでございます。 

 ここに大きく２つほど権限としてございます。 

 １番目が、市長その他市の機関により諮問されたもの、市の施策に関する重要

事項で野尻町区内のこと等について審議し、意見を具申することができるという

ことで、具体的にはここにあるように、①から③のことについては審議して意見

の具申ができるということでございます。 

 それと、２点目が、市長は、次に掲げる市の施策に関する重要事項等で野尻町

区に係るものを決定し、または変更しようとする場合は、あらかじめ地域協議会

の意見を聞かなければならないということで、具体的には①から⑥のことについ

ては一応意見を聴くというようなことでございます。 

 そして、最後になりますけども、野尻町区のあり方というのが１４ページの一

番最後に書いてあります。ここにつきましては、２行目にありますけども、一定

期間を経過した後に評価して、３行目にありますが、地域自治区の設置の是非に

ついて、再度検討すると、そして、今後は、本庁総務部の総合政策課と野尻庁舎

地域振興課を中心に、野尻町区のあり方について随時見直しを行っていくという

ようなことでございます。 

 次の１５ページから後につきましては、事務の決裁の具体的な専決というよう
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なことで、それぞれ課長の責任、部長の責任、副市長、区長の責任においてこう

やって決裁をやってもらいますよというのが書いてあるところでございます。こ

れが１５ページから書いてあるところなんですけども、その中で、特に２４ペー

ジをご覧いただきたいと思います。 

 ２３ページから後が予算ということで、財務に関する専決事項とあるんですけ

ども、この中の先ほど言った２４ページなんですけど、この中に委託料というの

が左端のほうにあると思います、真ん中ぐらいに。この委託料の建設事業に関す

るところ、その他のものと、ここのところと一番下の工事請負費、ここの部分に

ついては、工事請負費は２,０００万円未満ということで、副市長と同じの権限を

区長さんのほうにお願いしているところでございます。この部分だけが副市長と

区長とが同じと、あとについては、区長さんについては部長と部局長と同じ決裁

権を有するというような形になってまいります。 

 それで、具体的にこれがどのような流れになっていくのかなという中で、

３１ページをご覧いただきたいと思います。３１ページからが、特に工事関係の

委託料、それと工事請負費、それと修繕料関係の流れを書いてあるところでござ

いますが、その中で３１ページから４０ページまで、今申しました委託料、工事

請負費、修繕関係は、これの特に入札を行って取り組む部分です。あとの

４１ページから後については、同じ費目なんですけども、随意契約の場合はこう

やって流れていきますよということで、その流れを書いてあるところでございま

す。 

 １つ、ご説明申し上げたいと思うんですが、３７ページをちょっと見ていただ

けますか、３７ページ、これは工事請負費です。同じような流れになってますの

で、工事請負費の野尻町地区の部分の流れということで、これを例にとってご説

明申し上げたいと思うんですが、一番左のほうが専決区分、そして、執行伺い、

業者選定、入札というふうになっていると思います。そして、一番端っこのほう

に工事検査とか、支出命令とあるんですが、まずここの左の端のほうを見ていた

だきますと、専決区分ということで、金額によってそれぞれ権限を与えますとい

うことで、課長さんについては１３０万円未満については課長権限でお願いする

と、それを超えて２,０００万円までは区長さんのほうに権限を持たせますよと、

ただし、その右のほうを見ていただくと、予算を執行するときに区長さんのとこ

ろの１,０００万円未満、１,０００万円未満では区長さんに権限があるんですけ

ども、区長さんが決定した後、本庁のほうの管財課長だけには合議をしてくださ

いと、これが２,０００万円になっていきますと、区長さんのほうに当然決定はし

ていただきますけども、本庁の管財課長と財務部長までは一応合議だけをお願い

しますよと、このようになっております。あと業者選定というところが、これは

すべて管財課というところが窓口になりまして、お二人の自治区長さんにも入っ

ていただいて、指名審査会という中で業者等も決めていくということになってま

いります。 

 それと、右のほうを見ていただきますと、入札というのがございます。入札も

１３０万円未満は課長のほうにお願いすると、でも、１３０万を超えて

２,０００万円未満については、本庁の管財課、財務部長のほうで入札を行うと、

しかも入札価格の決定等もすべて今度は課長もしくは部長のところでやっていく

という形でやっていきたいというふうに考えてるところでございます。これはこ

のような流れというのがほとんどほかの費目についても同じということでご理解

いただきたいと思います。 

 ただ、４１ページから後は、４１ページですか、先ほど言った随意契約になる

というようなことを申し上げたんですけども、例えば、４０ページを見ていただ

けますか、４０ページということでしたんですけども、先ほどは工事請負費で説

明いたしましたけど、これは野尻町地の修繕料ということで、これを説明したい

と思うんですが、これも金額によって当然課長さん、区長さんのほうに権限を持
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たせてあるんですけど、左から３番目の業者選定というところがあると思いま

す。先ほどは指名審査会ということでやっていきますよと言ったんですけども、

今度は随意契約になりますと、業者選定については。すみません。今のは同じと

ころでした。申し訳ございません。 

 すみません。４３ページを見ていただけますか、ちょっと私が勘違いしており

ました。４３ページです。これ４１ページから随意契約となっていますけども、

ここが４３ページ、野尻町地区の委託料関係、工事関係の委託料ということで、

これが随意関係はどうやって流れていくのかということでございます。ここにあ

りますように、専決、執行伺い、業者選定ということであるんですが、この中の

左から３番目の業者選定、ここの部分が、先ほど言ったように入札の場合は指名

審査会ということだったんですけども、随意契約になったときは、金額によって

主管課、あるいは本庁の管財課、あるいは財務部長、そのあたりのほうでやって

いって、それでもやっぱり最終的には野尻町の課長さんのほうに合議を回してい

くというような形でやっていきたいということでございます。入札と随意契約と

は、この業者選定のところだけが違います。あとは同じ流れということでご理解

いただきたいというふうに思います。 

 ちょっと説明が長くなりましたけども、以上で終わらせていただきたいと思い

ます。 

 はい、ありがとうございました。報告第６５号について今説明をいたしました

が、何かご意見、ご質疑があったらお出しください。溝口さん。 

 １０ページです。野尻町区長の位置付けのところで、３、設置期間、合併の日

から２年間に限る。３年目以降は、支所長を置き、市長の補助機関である職員を

もって充てる。任期は、２年、これはわかりますが、次は、その後については支

所長を置くというふうになっておるようです。私がお尋ねしたいのは、この２年

後における支所長の権限と申しますか、もちろん部長級であると思うんですが、

例えば、予算の流用とか、予算要求とか、予算執行、専決とか、その方面の仕事

についての位置付けと申しますか、支所長の、それと須木支所との整合性と申し

ますか、須木の場合はどうなのか、区長、２年後においては野尻は支所長なんで

すが、その辺のことについてちょっと詳しく説明をしていただけますか。 

 では、お答えいたします。 

 今、ここの一応協議会は野尻町と小林市ということで、まずそちらのほうから

説明させていただきたいんですけども、確かに２年過ぎたら特別職がなくなって

支所長ということで、市長の補助機関である職員となってますので、一般職とい

うことになってくるだろうと思います。おっしゃるように想定としては、そうや

って、支所長というのは、部長級になってくるのかなというようなことは予想は

されます。 

 ですので、こうなりますと、この支所長が今の組織でいえばどこに来るのかと

いうことになれば、先ほど言ったようなことになるかと思いますので、そうなれ

ば、今のここにあります部長のところの決裁、専決に沿った対応ということにな

ってくるだろうと思います。 

 ただ、場合によっては条例とか、あるいは規則を改正しなくてはならない場合

も出てくるかもしれませんけども、この中でおおむねは対応できるんじゃなかろ

うかとは考えております。 

 それと、先ほど言った旧須木村との問題、これについては確かにおっしゃるよ

うに、特別職である自治区長の設置期間というのが旧須木、この場合については

任期の期限等も云々というのはありませんので、今後議論がなされていくのかな

ということは考えております。そのこと、旧須木村のところについて、この場で

どうなっていくというのはまだ言えませんので、今後合併した後にこういう問題

があると、また合併協議会の中でも意見が出たというようなことやら考えて議論

していくというようなことになっていくだろうと考えております。 
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 だから、支所長の位置付けと申しますか、権限と申しますか、そこまで明確に

する必要はないんですか、私はそこでぴしゃっと明確にしとく必要があるんじゃ

ないかなと、須木支所との整合性までやっとく必要はないんですか、それはどう

なんですか。 

 先ほども言いましたように支所長というのは、恐らく今の組織で言うならば

３課、自治区に３つの課が置かれますので、そこを取りまとめる一般職の長とい

うことになるでしょうから、言うように部長職というようなことで対応していく

ことになるだろうと思いますので、今この中に部長の専決権とかございますの

で、この中に言ったように部局長、そして、支所長というような新たに文言の挿

入等が来る可能性が十分あるということです。ですから、これで部局長のところ

に支所長が来るんだというふうに理解していただければ結構だと思います。 

 それと、今ここで旧須木村との問題を云々というのはちょっと厳しいんじゃな

いかと思いますので、これは今後の問題としてご理解いただきたいと思います。 

 はい、了解。 

 ほかにありませんか。大浦さん。 

 それでは、提案の項目が非常に長くて大変なんですけど、小林において勉強会

がございましてから、それを踏まえて、もうちょっと深めて質問したいと思いま

す。 

 まず、１０ページ、野尻区長の選任までいよいよ時間がなくなってきたわけな

んですけれど、現に小林においては野尻町長のほうにもこれは依頼が済んでいる

というようなことだったんですけど、現在の状況はどういうことになっているも

のか、そしてまた、この１０ページの７の１番にありますように、「野尻町区内

の組織・団体代表者を招集し」ということに人選についてなっているけど、この

組織団体等の名前をちょっとわかっていれば教えてください。 

 それと、財務に関する専決事項のことですけど、これはちょっと幅広く載って

るんですけど、例えば、２４ページの中から質問させていただきますと、この規

則については都城のやつを参考にしてつくったということでございますから、都

城のやつも資料をいただきました。これによると、例えば、２４ページの委託

料、これですと、例えば、副市長は１,０００万未満、区長は１,０００万未満、

部局長が５００万未満、課長が５０万未満となってますね。例えば、都城の場合

は５００万から１,０００万、１,０００万から１００万未満という具合にある程

度幅がぴしゃっと持たせてあるんですね。これがなぜこういうように違うものか

どうか、そこら辺を説明してください。 

 それと、もう一点、小林の執行の状況を見ますと、これ資料もいただいたんで

すけど、これはかなり古いやつをそのまま使っているようなんですけれど、財務

の専決決裁規則というのを都城では、できているんですけど、これ今小林にある

ものかないものか、ない場合は今後どういう具合にするものか、それをお聞きい

たします。 

 ３件です。以上です。 

 わかりましたか。 

 じゃ１点目の野尻町区長の選任というところでお答えいたします。 

 たしか勉強会のほうでは、今連絡をしておりますという回答を差し上げたと思

いますけども、事務方でこういうふうな依頼をいたしますというような話はして

おります。当然これは公文での決裁ということになりますので、今決裁中でござ

います。予定といたしましては、正式には２月になってから文書を野尻町のほう

に送付いたしまして、正式に依頼するという状況でございます。現状はそういう

ことでございます。 

 以上です。 

 企画財政部会のほうからお答えをいたします。 

 ２点ほどあったと思いますが、まず委託料を例に出されて都城市の場合が明確
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に金額の幅等が明記されているのに比べて、小林市の場合はちょっと違うという

ようなご質問でございましたが、小林市におきましては、現在、予算執行伺等に

ついてそれぞれ費目を金額によって決裁区分を決めております。それが今のよう

な状態で、金額は若干違うんですが、そういった区分があるということで、職員

がなじんでるという点もあるわけですけども、これは何々未満ということであり

まして、そして、その下のほうに、また、例えば、副市長の下に区長、部局長と

いうようなふうに書いてあるわけですが、そこのところに今度は金額が少なく

て、部局長のところは委託料は５００万円未満ということでありますので、当然

区長の場合は１,０００万から５００万円以上という、表現の仕方は違いますが、

あらわしている意味は同じであるということで、小林市はこういう方式をとらさ

せていただいたということでございます。 

 それから、財務規則の規程はあるのかということでございますが、もちろん今

ございまして、それに従って予算執行等をしてるところでございます。 

 以上です。 

 大浦さん。 

 区長の選任については、２月になってからですか、２月２３日は合併なんです

よね。２２日は選任するということになってますでしょうが、だったですよね。

３月ですね。だから、時間的にそれだけで十分間に合いますかどうか、ちょっと

私、大丈夫かな、その間において委員会を選任して、それから、全部選考すると

いうことですから、代表者を招集して、だから、大丈夫かなと思って、含みがあ

れば別なんですけど、そこ辺はどうかなと思ってるんです。 

 それと、予算の専決事項、これは、私はある程度明確にしとったほうがいいと

思うんですよ。特に、部長制がしかれた場合には、部長、課長の責任体制という

のを明確にしていかないと、その辺はぴしゃっとやったほうが、決して都城のま

ねをしようとは申しませんけど、この辺にぴしゃっとしとったほうがいいんじゃ

ないかと思うものですから、その辺は今後の検討課題として十分検討してくださ

い。よろしくお願いしておきます。 

 区長の選任の件に関しましては間に合うのかというご心配と思いますけども、

一応事務方としては正式に依頼するのが２月１日ということで、１カ月間の余裕

がございます。それを見越して２月１日に正式に依頼するということを決定した

次第でございます。 

 以上です。 

 小林のほうも決裁区分を、金額等のことだろうと思いますが、明確にしたほう

がいいんじゃないかというご質問でございましたが、都城市を参考にさせていた

だいたといいますのは、自治区を置いて区長がいるところで部制を引いてるのが

県内では都城市だけということで参考にしたわけでございますが、当然今現行で

やってる分と、それから、部制を引いたときのことを参酌して金額等は決めてい

ったわけでございます。 

 それと、あと都城市等の金額の設定が違いますが、表現が違うということで、

内容については同じではないかというふうに判断しております。 

 よろしいですか。 

 はい。 

 いいですか、はい。蔵本さん。 

 １４ページのいわゆる自治区のあり方についてというのがまとめ的に書いてあ

りますけども、確かに一体感の醸成、特に編入合併される野尻の住民の方々がい

ろんな面で不安、戸惑いを持っておられる、そういう中で自治区を設置するとい

うことは大変必要なことだし、重要なことだというふうに私自身も思っていま

す。特別職としての区長は、任期は２年というふうに切ってありますけれども、

ここにありますように、自治区については一応２８年の３月３１日までとする

と、しかし、一定期間過ぎた後、評価をして、そして、野尻の自治区の設置の是



- 9 - 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

会長 

 

 

会長 

 

組織機構グループ（上谷総務課長）

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

非については再度随時検討をしていく、これは恐らく一体感の醸成がほぼでき

た、不安解消ができたというような一定の状況が出てきた場合には自治区をなく

すということだろうと思うんですけれども、どういう形で評価はされるのか、そ

して、自治区を撤廃すると、これ合併新法に伴う自治区なんですけども、撤廃す

るということになると、これが是非についてという言葉であらわしてありますけ

れども、だれがどういう状況の中で判断をしていくのかということが出てくると

いうふうに思います。これは野尻の人たちにとってはかなり大事な問題だという

ふうに思いますので、その辺のことについての判断なり、検討なりはどういう方

向で考えておられるのかというのが１点です。 

 ２点目は、自治区の中に地域協議会を設置すると、これは須木と全くといって

いいほど同じなんです。そして、合併したところではほとんど地域協議会を設置

されていますけれども、いろんなところの他の市の状況を聞きますと、地域協議

会がきちんと機能しているといいますか、住民の合併後のいろんな形で、それを

補完する状況になってるというのはほとんどない、大部分は形だけというよう

な、形式上つくっているという、機能が果たされてない状況が大部分だというこ

とは皆さんご承知のとおりだと思うんですね。せっかくつくるのであれば、協議

会が本当に機能するような形ではないといけないというふうに思うんですけれど

も、須木につくっておりますので、当然野尻もつくるということになると、その

過程の中でどういう協議があったのか、どこを反省して、どういう工夫を加えて

野尻の中での地域協議会をつくろうというふうに結論はなったのか、そこのとこ

ろがないと、つくっただけという、あるいは陳情的な面が先行するというような

ことも考えられますので、そこのところの議論はどういう形でこういう構成と

か、選任要件とか、手続、この辺のことも協議会が成功するかどうか、実質機能

するかどうか、住民のためになるかどうかということが非常に大事になってくる

と思うんですけれども、そこの議論はどういうふうにされたのか、お伺いしま

す。 

 ちょっと休憩させてください。ちょっと時間をとります。暫時休憩いたしま

す。 

午後２時17休憩～午後２時18分再開 

 再開いたします。 

 説明してください。 

 ただいまの地域協議会関係ですけども、自治区、あるいは地域協議会と、この

部分についてはたしか合併協議会の中で小委員会を設置されて、いろいろと議論

されてこういう結果になったことは私も知っているところでございます。 

 それで、今、蔵本委員のほうからあった問題ですけども、確かにおっしゃるよ

うにいろんなことも懸念されます。ですから、自治区なり、協議会というのが今

後新たなまちづくりへ発展するような形でならないといけないというのは基本的

なことじゃないかというふうに考えてるところでございまして、きょう提案して

いる中の７ページの一番基本的なことになるだろうと思いますが、７ページの地

域自治区を設置する必要性、目的というところをしっかりと認識して今後取り組

む必要があるだろうと考えております。 

 この中の特につくった趣旨については、野尻町民の方の不安解消ということが

大事でありますけども、これからさらに進んで、２番目の小学校区等を単位とし

たまちづくりへというようなことを意識しながらやっていく必要があるのかなと

いうふうには感じてるところです。具体的には、この事務の進め方については今

後でありますと、総合政策課ですか、そこあたりを窓口として旧須木村、そし

て、野尻町内に置かれます地域振興課、そのあたりの連携、そして、そこあたり

が窓口となって地区住民の方、もちろん地域協議会の方の意見もですけども、さ

まざまな団体からの意見等を聞く場を設けるなり、あるいはそういう会合等があ

るところに進んでいったりして、いろいろ意見をお聞きして、これはというよう
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な時期が来たならば、具体的に取り組んでいくことになるんじゃなかろうかとい

うふうに推測をしているところです。答えになるかわかりませんけども、今のと

ころでなかなか厳しい、具体的な答えは出ませんけども、そのようなことでご理

解いただきたいと、このように思っております。 

 蔵本さん。 

 やはり合併で１つの大きなキーワードになるのは、地域自治区のあり方、そし

て、協議会の活動、この２つが１つのキーポイントになるのではないか、合併が

本当によかった、あるいはあまりというような住民の方々の評価が出てくるのは

これによって大きく分かれてくるのではないかなと思いますので、今言ってると

ころなんですけれども、そこに書いてあります、どういう評価をして、どういう

状況が出てきたときに地域自治区は、野尻の場合にはなくすのかという、そこの

ところについて基本的な問題ですから、もっと今後詰めて、それぞれ関係機関で

議論をしていくことが必要だろうというふうに思うわけですね。 

 逆に、地域自治区なり、協議会なりが、下手をすれば一体感の醸成を遡行する

といいますか、悪くするような状況さえも出てこないとも限らないわけですね。

須木と野尻にはありますけれども、旧小林市には地域自治区みたいなのはないわ

けですから、そういう点で住民の方々の不安解消ということからこれをつくって

いくには、それなりの活動と目的と意義をきちんとそこに理解を住民の人たち、

委員の人たちも含めて合意が必要であるというふうに思いますので、そういう点

では人選する場合には６人以内とか３人以内とか、それぞれ決まっています。 

 こういう選任の仕方についても、住民の代表としてどういう形で選任をしたほ

うがいいのか、合意をとったほうがいいのかという、選任のところからきちんと

した１つの方向性を今後出していくことが協議会が本当に機能するかどうかとい

うのにかかっていくんだろうというふうに思いますので、これは要望として、そ

ういうことを十分踏まえながら選任なり、具体的な活動をしていくべきではない

かと、ただ、つくればいいという問題ではないというふうに思います。市長が有

効にこれを活用しながら、合併の効果を高めていくという目的で協議会なり、自

治区をつくるんだろうというふうに思いますので、その点については今後の課題

として十分取り組むように要望をしておきます。 

 福本さん、ちょっと私のほうから今答弁に補足をしたいと思いますので、ちょ

っと時間をいただきたいと思うんですが、今、蔵本さんはじめ、大浦さんも話が

あったわけですが、地域の自治区設置に関する協議書、この中の地域自治区の設

置期間なんですが、これが須木区の場合は合併の期日から１０年以内と、つまり

平成２８年３月１９日までということになっております。野尻区の場合は、合併

の日から平成２８年３月３１日までの６年間というふうに決めたわけでありま

す。 

 したがって、その期間も違うわけですけれども、須木区は合併の日から１０年

以内、野尻区は６年以内というようなことになっておるんですが、そういう合併

の方法が新設合併と編入合併で違ったわけですけれども、しかし、将来ずっと一

緒にやっていく新しい市でありますので、このまま置いとくわけにいかないだろ

うと私も思っております。 

 したがって、今回合併をいたしました後に新しい市長、新しい副市長、そし

て、須木区長、野尻区長、この４者でもって区間の問題とか、あるいはこれから

先のことについて十分協議をするということを今合併を期に私ども委員の中で少

しそういう意見を出して、決めるわけじゃありませんけど、そういうふうに新し

く２年間は一緒にやっていくわけですから、完全な新しい組織の中でやっていく

わけなので、その２年間の中に新しい次のやり方を決めていくということを今こ

こでお互いに了解すれば、そういう方向に進められるんじゃないかと、希望とし

て、あるいは要望として蔵本さんがおっしゃいましたけど、私もそう思ってま

す。どうしても須木区、野尻区という特別な区を６年間、１０年間、そこにつく
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っておくというよりも一体感を早く醸成するというようなことから、両方にいい

意見を出してもらって一体感を早くつくり上げるということを考えたほうがいい

というふうに思います。 

 したがって、新しい市になりましてから、さっき申し上げましたような人選を

して、その中で地域協議会の問題でありますとか、あるいは特別区の区長さんの

任期でありますとか、そういうものは決めていったらどうかなというふうに私は

今そう思っておるんですが、いかがでしょうか、これを今煮詰めていくというこ

とになりますと、３月２３日までは到底間に合いません。できないですよ。いろ

いろ協議しながら、各グループ、専門の委員会等でも十分いろいろ話をしながら

持ってきたんですが、今のところ今提案を申し上げている、そこまでしか決める

ことができなかったということでひとつご理解を賜りたいというふうに思ってお

るわけです。私の補足説明といいますか、私の考えを申し上げました。 

 福本さん、どうぞ。 

 野尻の福本ですが、地域自治区審議会については、それは野尻のほうが強く要

望して今回設置してもらうような形になったわけですけども、さっき蔵本さんも

言われたとおり、過去に合併したところがいろいろありますので、そういうとこ

ろなんかを地域審議会委員になった人たちが十分勉強していただいて、本当意味

があるものをつくっていただいて、本当一体化、早く醸成して、本当一つになる

ように、本当これで町民の不安が解消できればと思いますので、本当意味がある

ものにしていきたいなと思いますので、そういうところは勉強して設置していき

たいなと思っておりますので。 

 将来そういう方向へ持っていくということをここで申し合わせをして、積極的

にそれに取り組んでいくということでいかがでしょうか、ほかにありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

 ほかにはないようでありますので、それでは、報告第６５号につきましては、

これを承認されたこととして確認をいたします。 

 それでは、ここでしばらく休憩をさせていただきます。 

午後２時29休憩～午後２時37分再開 

 お席にお着きください。それでは、休憩前に引き続き会議を開きます。 

 次に、報告第６６号公共施設等の名称の取扱いについてを開庁準備グループか

ら説明をしていただきます。開庁準備グループ。 

 開庁準備グループ、標識看板班の濱田と言います。報告第６６号についてご報

告をさせていただきます。 

 ５１ページをお開きください。報告第６６号公共施設等の名称の取扱いについ

て、公共施設等の名称の取扱いについて、別紙のとおり報告するということで、

５２ページに整備方針、基本方針等を挙げております。座らして説明いたしま

す。 

 まず、公共施設等の名称の変更の基本方針といたしまして、公共施設等の名称

変更については、原則として現行の名称を基本に、住民が慣れ親しんでいること

を考慮し、混乱等を来さないようわかりやすく整備するものとするということ

で、方針としてあげました。 

 整備方針として、旧小林市の施設等の名称については、原則として現行の名称

とする。 

 ２番目に、旧野尻町の施設等の名称については、野尻または野尻町の名称を残

し、小林市の名称の形を基本に統一する。その中で、１番目としまして、町立が

冠されているものについては、「小林市立」に置きかえる。２番目に、旧町名が

冠されていない施設で、新市内に同一または類似する名称の公共施設等がないも

のについては、原則現行のとおりとする。補助金等を受けて建設した施設等の名

称変更については、その交付要綱等に十分注意し取り扱うこととするということ

で、方針をあげて、５３ページから５９ページまでにうたって、名称変更の一覧
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表を出しております。 

 この中で、５３ページの一番下を見ていただくとおわかりになるんですが、ま

ず名称変更区分といたしまして、市町名以外の部分の変更があるものについては

丸印をしております。市町名の部分のみの変更となるものについては三角、名称

変更がないものについては棒線をその表の一番右端のほうに印をしてあります。

私のほうからは丸と三角、名称変更になったものについて読み上げてご報告をさ

せていただきます。一番左のほうに番号が振ってありますので、その番号を読み

上げて報告をいたします。 

 まず、番号の３番、「野尻町役場」を「小林市野尻庁舎」、番号の４番、「野

尻町紙屋支所」を「小林市紙屋出張所」、番号１１番、「野尻町地域包括支援セ

ンター」、これを平仮名で「のじり地域包括支援センター」といたします。

１７番目、「野尻町社会福祉協議会」を「小林市社会福祉協議会野尻支所」、

３４番、「野尻町のびのび子育て支援センター」を「小林市立野尻のびのび子育

て支援センター」、３９番から４１番まで、これは市町名の部分のみの変更とい

うことになりますが、「野尻町立紙屋保育園」を「小林市立紙屋保育園」、「野

尻町立野尻保育園」を「小林市立野尻保育園」、「野尻町立栗須保育園」を「小

林市立栗須保育園」、４２番です。「中央児童遊園」を「野尻中央児童遊園」、

４４番ですか、「大脇児童遊園」を「野尻大脇児童遊園」、「瀬戸ノ口児童遊

園」を「野尻瀬戸ノ口児童遊園」、４６番、「栗須児童遊園」を「野尻栗須児童

遊園」、４７番、「大平山児童遊園」を「野尻大平山児童遊園」、続きまして、

７１番、「野尻町立野尻幼稚園」を「小林市立野尻幼稚園」、８３番から８５番

まで、「野尻町立紙屋小学校」を「小林市立紙屋小学校」、「野尻町立野尻小学

校」を「小林市立野尻小学校」、「野尻町立栗須小学校」を「小林市立栗須小学

校」に改めます。 

 ５５ページにまいります。９４番、「野尻町立紙屋中学校」を「小林市立紙屋

中学校」、「野尻町立野尻中学校」を「小林市立野尻中学校」、９７番、「小林

市立図書館須木分室」を「小林市立図書館須木分館」、「野尻町図書室」を「小

林市立図書館野尻分館」、１０２番、野尻町にあります「学校給食センター」、

これを「野尻学校給食センター」、１０７番、「中央公民館」を「野尻地区公民

館」。 

 ５６ページにまいりまして、１６５番、「陰陽石公衆トイレ」を「陰陽石公

園」、１７２番、「須木体育館」を「須木地区体育館」。 

 ５７ページにまいります。１７９番、「小林市東方森林体育館」を「小林市東

方地区体育館」、１８２番、「花立原体育館」を「紙屋地区体育館」、「三ケ野

山体育館」を「三ケ野山地区体育館」、２０２番、「花立原運動広場」を「紙屋

運動広場」、２０５番、「弓道場」を「野尻町弓道場」、２４１番、「須木村農

業集落排水施設」を「中央地区農業集落排水処理場」、２４２番、「漆野原地区

農業集落排水処理施設」を「漆野原地区農業集落排水処理場」。 

 ５９ページにまいりまして、３０６番、「上ノ原団地」を「上ノ原」、

３０７番、「観音丘団地」を「観音丘」。 

 それと大変申し訳ありません。５８ページを見ていただくと、２６１番、これ

変更区分に丸印、棒線が引いてあるんですが、２６１番の「西部地区簡易水道」

を「野尻西部地区簡易水道」ということで、これは丸印をしていただければと思

います。申し訳ありません。 

 以上であります。 

 はい、ありがとうございました。ただいま６６号についての説明をいたしまし

たが、何かご意見、ご質疑はありませんか。はい、どうぞ、町長さん。 

 ５７ページの１８３番と２０１番でございますが、「三ケ野山体育館」、ある

いは「三ケ野山運動広場」というふうに書いてございますが、これはこのままで

いいんですけれども、名称は「ミカノヤマ」と読みますので、そのようにお願い
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をしておきたいと思います。 

 大変申し訳ありませんでした。 

 結構、野尻町民でも間違って言われる方がいらっしゃるんですが、これは正式

な名称は「ミカノヤマ」でございますので、お願いをしておきたいと思います。 

 以上でございます。 

 大変申し訳ありませんでした。地名がわからないものですから、ほかのこと

「花立原」とか「観音丘」は聞いたんですが、この「三ケ野山」は自信を持っ

て、そのまま話をしたんですが、大変申し訳ありません。 

 このあたりの言葉で言えば「ミカンヤマ」と言ってたんですからね。 

 ほかにありませんか。どうぞ、大浦さん。 

 全体的に見た場合に各課で出てきたものを管財課のほうで調整してやったんじ

ゃないかなと思っているんですけれど、例えば、５４ページについては野尻町が

ついたやつ、それから、一方においては野尻のほうが抜けたやつ等が５６ページ

のどこですか、あるんですよね。そのあたりが課の調整、ちょっと何かばらばら

だなというような気がしてならないんですよね。 

 だから、その辺はどういう具合にして整合されたのか、これはいったんつけた

ら、恐らくこれは議会に出て、それは協議会の答申となるでしょう。そのままで

通ってしまうから、一応このままやった場合は半永久的に地区の名前が通って、

なかなか途中で変更するということはないだろうと思っているんですけど、そこ

あたり見た場合に、私も何件かずっと見た場合に、果たしてこれでいいものかど

うか、もうちょっと検討すべき項目が、もうちょっと一件一件やるべきじゃない

かと思っているんですけど、そこ辺はどうだったんでしょうか、各分科会とか、

委員会の中においてですよ。 

 何かありますか。 

 ５２ページに基本方針と整備方針をうたっております。 

 まず、大きな２番目の（１）と（２）、この中を基本方針として、一応小林の

表記に従いましてある程度変えていったというところがあります。ですから、

５４ページ、今議員がおっしゃったように、児童遊園についてはすべて野尻とい

う冠が前にうたってあります。それは小林のほうが全部小林がついているという

ような形の中でさせていただいたところなんですが、議員が今整合性がないとい

うことでおっしゃいました。確かに、例えば、５７ページの中に小林市の体育館

についてはすべて小林市がついているんですが、野尻の紙屋地区体育館と三ケ野

山地区体育館については、本来なら野尻が入ったほうがいいのかなという考えも

あるわけでありますが、以前須木と小林が合併したときに須木体育館を小林市須

木地区体育館ということじゃなくて、そのまま今回も須木地区体育館ということ

で、以前は須木体育館ということで、小林をつけてなかったんですが、これも小

林を今回、以前合併のときに小林がついてなかったというところもありまして、

三ケ野山と紙屋についても類似する施設がないということもありましたので、で

きるだけ住民が慣れ親しんでいることを考慮し、混乱等を来さないようというこ

ともありましたので、ここの部分についてはそのままさせていただいたというと

ころもあります。確かに議員おっしゃるように整合性がどうかと言われれば、う

うんというところもあるわけであります。 

 答えになってないかもしれませんけど、以上であります。 

 いかがですか。はい。 

 例えば、今回大字を外したわけなんですよね。４月１日から「小林市大字細

野」が「小林市細野」という具合になって、それはなぜかと、私なんかもちょっ

とわからなくて聞いてみたら、簡略化したほうがいいんじゃないかというような

ことだったんですよね。例えば、体育館等についても、地区体育館というのが全

部、ほとんど今度はまたそれに追加するような形になっているんですね。それ

と、簡易水道の関係においても、例えば、細野簡易水道はそのままになってい
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て、ほかのところは、また地区というのが入っているというようなことなんです

よね。 

 だから、そこ辺から考えても、全体的に何を考えているのかというと、ちょっ

とそこ辺が不思議で、ちょっとおかしいんじゃないかなというようなことで思っ

ているんですけど、だから、例えば、体育館なんかにおいても、別に地区を入れ

なくても、私は小林市三松体育館、それでもいいんじゃないかなというような気

がしないでもないんですけど、その地区の住民のものであるんだという具合な解

釈すれば、それかもわかりませんですけれど、例えば、三ケ野山体育館、花立原

体育館は、そこにまたわざわざ地区を入れているというようなことで、それこそ

慣れ親しんだのが、また地区を入れているのがかえってそこには矛盾点が出てく

るんじゃないかなというようなことを思っているんですけど、そこ辺はどのよう

に、だから、管財課のほうでもそこ辺ちょっと討議されなかったものかどうか、

ちょっと教えてください。 

 お答えいたします。 

 整備方針の中で、１番目に、旧小林市の施設等の名称については、原則として

現行の名称とするということがうたってありましたので、今回小林市の名称につ

いてはほとんど変えてないということであります。 

 それと、野尻町については、先ほど申し上げましたように小林市の施設の表記

に従いましてある程度それにのっとって名称を変更していったという部分があり

ますので、そういう状況でこういう形になってきてるんじゃないかと思います。 

 以上です。 

 いかがですか、ほかにありませんか。１つ、建てるときに起債とか補助とかを

もらってつくったもので、そのときに使った名称は、そのまんま使わないと具合

が悪いようなところもあります、中には。 

 しかし、今ほとんど償還が済んでて、名称を変えてもいいんじゃないかという

ようなことがあったものもあるわけです。例えば、１７９番ですか、「東方森林

体育館」と、これはたしか起債か補助かもらってつくったんですね、森林の。そ

れが大方済んでるので、今度は「東方地区体育館」に名称を変えました。ここは

ね。ですから、そういうような何か特別に名称を変えると具合の悪いというとこ

ろも中にはあるようでした。 

 しかし、できるだけみんなにわかりやすいものにしようというふうに考えてや

ってくれたようですので、いろいろご議論もありましょうけども、これでお認め

いただけると大変ありがたいというふうに思いますが、いかがですか、ほかにあ

りませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

 はい。それでは、お諮りいたしますが、報告第６６号の公共施設等の名称の取

扱いについては、報告のとおり承認するにご異議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

 はい。それでは、６６号につきましては、報告のとおり承認されました。 

 次に、報告第６７号でありますけれども、小林市・野尻町合併協議会の廃止に

ついてを提案をいたしますので、事務局より説明をしてください。 

 資料ページの６０ページをお開きください。報告第６７号小林市・野尻町合併

協議会の廃止について、小林市・野尻町合併協議会の廃止について、下記のとお

り報告する。 

 記。平成２２年３月２３日から西諸県郡野尻町を廃し、その区域を小林市に編

入することに伴い、平成２２年３月２２日をもって、小林市・野尻町合併協議会

を廃止する。 

 資料ページの６１ページ、６２ページが参考資料となっておりますが、

６１ページのなぜこれをやらなくちゃいけないかということでございますが、地

方自治法の「協議会の設置」というところで規定されておりますように、協議会
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の廃止についても同じような手続をとらなければならないということで、これは

実際に即して流れを書いたものが６１ページの黒丸以降でございます。 

 合併協議会廃止までの手続き（予定）といたしまして、１番として、合併協議

会の廃止及び期日の確認、これが本日の合併協議会でご承認いただきたいことで

ございます。そして、２番目といたしまして、合併協議会廃止に関する議案の上

程・可決、これは両市町の３月議会の予定でございます。そして、３番目といた

しまして、合併協議会廃止に関する協議及び告示、これも両市町でございます。

そして、４番目に、県知事への合併協議会廃止に関する届け出、これも両市町か

ら行います。そして、５番目といたしまして、合併協議会の廃止、平成２２年

３月２２日という流れでございます。 

 そして、資料ページの６２ページでございますけども、これが小林市・野尻町

合併協議会の廃止に関する協議書（案）という形で提示してございます。 

 以上でございます。 

 はい、ありがとうございました。説明はお聞きのとおりですが、何かご意見、

ご質疑ありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

 ご意見、ご質疑もないようでありますので、それでは、報告第６７号につきま

しては、これを報告のとおり承認するにご異議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

 ご異議なしと認めます。報告第６７号については、報告のとおり承認されまし

た。 

 では次に、報告第６８号平成２１年度小林市・野尻町合併協議会決算等の取扱

いについて議題に供しますが、事務局より説明を願います。 

 資料ページの６３ページをお開きください。報告第６８号平成２１年度小林

市・野尻町合併協議会決算等の取扱いについて、平成２１年度小林市・野尻町合

併協議会決算等の取扱いについて、別紙のとおり報告する。別紙というのが資料

ページの６４ページから６５ページにわたってございますけども、まず６４ペー

ジが取扱いについての概要でございます。読み上げます。 

 平成２１年度小林市・野尻町合併協議会の決算等の取扱いについて、小林市・

野尻町合併協議会（以下「協議会」という。）は、両市町議会の議決を経て、平

成２２年３月２２日をもって廃止するため、平成２１年度協議会歳入歳出決算等

については、次のとおり取り扱うものとする。 

 ①協議会の収支は、協議会規約第１８条の規定に基づき、協議会を廃止した日

の属する月の翌々月の月末までに打ち切り、会長であった者がこれを決算する。 

 ②決算の報告については、会長であった者が、協議会財務規程第１０条の規定

に基づき決算を調製し、監査委員であった者の監査に付した後、協議会の委員で

あった者及び小林市長に送付することにより、決算認定に代えるものとする。 

 ③協議会に属する財産及び事務については、協議会規約第１８条第２項の規定

に基づき、両市町の長の協議により、すべて小林市に引き継ぐものとする。 

 ④その他、協議会の決算等の取扱いに関し必要な事項は、両市町が協議して定

めるものとする。 

 ６４ページが概要でございまして、その次の６５ページ、参考資料といたして

おりますけども、これが今の概要に出てきております規約、規程の抜粋でござい

ます。 

 以上です。 

 はい、ありがとうございました。６８号についての説明は終わりましたが、何

かご意見、ご質疑はありませんか。はい、どうぞ。大浦さん。 

 小林の勉強会においても市長のほうから説明がありましたんですけれど、

６４ページの１、協議会を廃止した日の属する翌々月までですから、ちょうどそ

のときは市長は在職していらっしゃらないわけなんですけど、現市長がやるとい
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う具合にして解釈していいんでしょうか、現会長がやるということですね。 

 確かに大浦さんのおっしゃるとおりなんですが、私は市長職ではありませんの

で、これどうするんだと、充て職でやるのかと私も事務局に聞いたんですが、あ

った者というふうになってるから、私がやるんじゃないかということを事務局で

は申します。 

 したがいまして、決算だけは私の責任においてやらせていただくということに

なろうかなというふうに思っておるところであります。 

 当然協議会が廃止されておりますので、会長職も監査委員もその時点では存在

しないわけでございます。ですから、規程のほうで、会長、監査委員であった者

ということで規定しております。 

 以上です。 

 いかがですか、ほかにありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

 私も充て職で、新しい市長さんがおやりになったほうがいいと思ったんです

が、一番知ってるのは私が知ってるということでありましょうから、私でやらせ

ていただくということで、ひとつご理解を賜りたいと思います。ほかになければ

お諮りいたしますが、報告第６８号につきましては、これを報告のとおり承認す

るにご異議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

 ご異議なしと認めます。よって、報告第６８号につきましては、報告のとおり

承認されました。 

 続きまして、確認事項について、事務局から説明をしてください。 

 資料ページの６６ページをお開きください。協議会もあと残すところ１回とな

りました。第１０回の最終でございますが、合併協議会の開催を平成２２年２月

２５日の木曜日、午後１時３０分から野尻町農村環境改善センターホールで開催

いたしますので、よろしくお願いいたします。 

 それと、これは記載はされておりませんが、開庁準備プロジェクト式典企画班

のほうで合併日、３月の２３日の午後１時３０分から小林市文化会館の大ホール

におきまして合併記念式典を行います。その席上、市長感謝状贈呈ということ

で、合併協議会委員の方であられた方、それと野尻町副町長への感謝状の贈呈を

予定しております。 

 そして、合併協議会の委員の方は大変多うございますので、申し訳ございませ

んけども、小林市が種子田與市委員、野尻町のほうが見越南州男委員のほうに代

表して受け取っていただきたいということで考えておりますので、よろしくお願

いいたします。 

 以上です。 

 確認はお聞きのとおりですが、何かお聞きになりたいことはありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

 ないようでありますので、それでは、確認事項はそれで了解していただきま

す。 

 以上で私のほうの責めを終わらせていただきます。ご協力ありがとうございま

した。あとは事務局からお願いをします。 

 それでは、堀会長、どうもありがとうございました。委員の皆さん、長時間に

わたり本当にお疲れさまでした。 

 以上をもちまして、第９回協議会のすべてを終了いたします。お帰りの際は、

交通事故等に気をつけてお帰りください。 

 なお、お帰りの際は、皆さんに名札が配られているかと思いますが、事務局の

方でお預かりしたいと思いますので、その場に置いてお帰りいただきたいと思い

ます。 

 また、傍聴の皆様は出入り口付近に傍聴証の回収箱をご用意しておりますの
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で、そちらに傍聴証をご返却くださいますようお願いいたします。 

 それでは、本日は皆様、大変お疲れさまでした。ありがとうございました。 

午後３時07分閉会 

 


